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新刊紹介
中村達也著『歳時記の経済学』
?
保 郎
経済学の入門書では2つの事が重要である。 1つは何を書かないでおくかであり．もう
1つは，どのような順に述べてゆくかである。その点について著者は新らしいパターンを
提出している。ここで「歳時記」とは俳句のそれとは異なって， 4月からはじまる 1年間
に，各月ごとに関係のありそうなトピックを選んで，入門的に解説したものである。この
書物が雑誌『世界』に1984年4月から1985年3月までの連載がもとになっているのであれ
ば，このような形態のものが出て来る可能性は十分にあったのである。
「4月」は入学の季節であるからとして，大学問題の経済性を取り上げている。戦前で
は大学数が48,学生数10万人であったのが1982年には学校数455,学生数181万人となり，
およそエリート教育から．ほど遠い存在で， 1940年の中等教育の在籍者数が 165万人であ
ったのと比べると現在の大学生の方が稀少価値の少ない点を指摘する。何故，このように
進学者が多いのかと言えば，親達のかつてのエリート養成機関としての大学への幻想をあ
げている。ここで「費用・便益」を計算すれば，アメリカの例をあげて，男子22歳まで養
育するのに約5,200万円かかり，それは，その間における父親の収入の 23%にも相当する
のをあげている。ところが生涯所得は， 日本の場合，高卒のものに比べて1965年では30彩
高であったのに対して， 1975年には24彩となっており，やがては大学離れが生じるであろ
うと述べている。
「5月」は緑の季節として，環境財としての森林と土壌を取り上げる。日本は国土の68
％を森林で埋められているものの， 30%である西ドイツの方が「緑ゆたかな国」である。
それは日本の緑が人々の住む町を遠く離れた山岳にあるのに対し，西ドイツのそれは町の
中や隣接した森にあり，その例としでシュヴァルツヴァルトをあげている。人工の緑が実
は人々に緑が多いとの感覚を与えているとの考え方は面白い。ところが森林を利用する林
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業は年を追って衰退し， 1960年頃35万人も居た就業者が現在では17万人と激減しているの
を指摘し，林業の現場から人が消えてしまうのを心配している。環境財として見た場合，
森は水源涵養のはたらきをし，酸素を生産し落葉は土力を豊かにしている点をあげ，その
議論は農業における土壌の問題に移るのである。「自然を資源に， 土壌を土地に，人間を
労働力や消費者に，そして森林を木材に読み替えることによって，経済学はその体系性を
整え精緻化の度を高めてきたとさえいえるかもしれない」と述べる著者は，恐らく，その
為に経済学の失ったものの重要さに限りない愛惜を感じているのではないであろうか。
「6月」は梅雨との連想で水を取り扱う。工業「専心」国である我が国では，酸性雨が
降り水道には発ガン物質が含まれるまで公害が進んでいるとしている。水道の使用量は東
京都の場合では，予測ほどには延びもせず，いつもその下廻る数字への改訂が行われると
して嬉しいニュースを聞かせてくれる。
「7月」は「＜星座＞の中に＜方法＞を見る」となっている。 7月は七夕の月であり星
の月である。場所や民族が変れば星座の見方も違い，それが深い文化に根ざしている。と
ころが自然科学も社会科学も， 近代科学の特色としての演繹と実証の中に埋もれてしま
ぃ，星座に見られるような差がなくなってしまった。現在では命題が仮定から導かれ現実
のデータにより検証される。• このようにして命題は「すべてのPはQである」との全称命
題となる。ここで1つでも反証する事実があれば成立しない事になるから，全題の検証可
能性は反証可能性となるのである。とは言うものの「現実による理論の検証が怠られると
き，理論は容易に呪術化への途を歩み始める」として，この方法に対して賛成を表してい
る。また理論のあるべき姿の例として「コペルニクスの理論は，当時フ゜トレマイオスの理
論で説明できなかったことをほとんど何も説明できなかったという。にもかかわらず，天
動説から地動説への移行がみられたのは，当時の天動説の積み重なる複雑性と煩瑣性が，
ほとんど極限状態に達していたためなのであった」としているのは注目すべきである。現
在の経済学も高度の精緻化の結果，複雑化の一途をたどりつつあるように思える。著者は
ここで，その傾向に対して，いささか苦言を提したかったのかも知れない。
「 8 月」は夏バテ防止にうなぎを食べさせた明和•安永のオ人，平賀源内の宣伝法の話
から，広告がどのように消喪者選択を変えるかとの話題にうつる。そしてガルブレイスの
「依存効果」へと結び付くのであって，現実の市場は新古典派の説く「完全情報」などあ
りはしないのだと言いたげである。しかしガルブレイス流の消費選択管理にも問題がある
として「消費者の深層にある未定の潜在的欲求」に生産者が広告を通じて働きかけるのだ
との立場を最後に主張している。ここでは新古典派の孤立した個人ではなく，外部から依
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存効果や街示的消費に洗われ続ける「ゆたかな社会」の消費者に目を向けなければならな
いとしている。
「9月」は台風のシーズンであって，台風の持つ強力なエネルギーを何とか有効に利用
できないかとの著者の空想から，ソフト・エネルギー問題へと進む。石炭や石油を使うハ
ード・エネルギーの使用はここ 100年ほどの歴史しか持っていない。太陽，風，水などを
利用したソフト・エネルギーが人類の歴史を通じて主流であったのであり，その利用比率
が逆転したのが1883年頃と言う。これはマルクスが死に，ケインズ，シュムペーターが生
れた年であるのを思い浮ぺると，何か因縁めいたものを感じる。著者の主張は勿論ソフト
・エネルギーの有効利用であり，効率よく利用すれば電力の必要量は現在の半分以下であ
り，殆んどが水力発電でまかなえ9る点を指摘している。ソフト・エネルギーの利用は，ェ
ネルギー問題がこれ以上悪化しない為にも是非必要だとしている。
「10月」は祭りの季節である。そして，かつては年に1度の素朴な村祭りも，今や興業
化してしてしまった。観客が一緒になって祭の輪の中にとけ込み楽しんだ村祭は今や祭典
となってしまった。そして大阪万国博，沖縄海洋博，神戸ボートピア，筑波科学博など，
祭典のオンパレードである。これらが開催される一番の目的はその経済効果であって，大
阪万国博では3兆 3,500億円，神戸ボートビアでは2兆円の需要を，主催都市に落してい
る。博覧会は，もうかる商売となったのである。一方，このような設備をととのえるに当
って建設業界は大いにうるおう事になる。しかし沖縄博では注文のほとんどが本土の業者
へ行き，沖縄には土地価格の上昇のみが残る悪い結果をともなっている。一方，このよう
な巨大な祭典のあと，政権を野党にゆずるような結果となっているのであり，その負担が
大きく地方政治の上に，のしかかって来るのを見ることが出来る。
「11月」は実りの季節として労働問題を取り上げる。大学のキャンパスでは就職先の決
まった学生達が企業社会での2. ~ ケ月の遍歴を終えて戻ってくる。大学の4年間は自由
な遊びを enjoyするモラトリアムの期間である。 ここで就職と呼ぶけれども本当は「就
社」であって，ある特定の職業を十分な理由があって選ぶ風習の無くなったのを嘆いてい
る。また経済学では労働を workとしてではなく負の効用を与える laborとして見てい
る。これは経済学が前提としている孤立した自由な個人のせいである。しかし労働には普
通には豊かさがあり，労働する事そのものに楽しみを見付ける人も少なくないのを指摘す
る。「越後上布」を織る老女達は「楽しみといえるくらいでないと， うまくならない」と
語らせて，その実例を示している。アメリカに発生したテーラー・システムは生産過程を
労働者の自律性にまかせず，分業によって物をつくる喜びを奪ってしまっている。
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「12月」は年末であり，誰しも 1年のしめくくりをする。いつも掃除をしたこともない
父親までが掃除にせいを出す。だから家庭から出る，ゴミの量はこの月ではヒ°ークに達す
る。また年ごとに見ても毎年のように増え続けて 1980年には年間480万トンに及んでい
る点を指摘している。また質でも大きな変化があり，自動車，電気器具，家具などの粗大
ゴミが増えているのである。また一方では産業廃棄物も予想外の速さで増え続けていて，
A・マーシャルの外部経済論では，とても説明がつかないまでになっている。これに対し
てK•W ・カップはその経済学の体系の中心に「社会的費用論」を設定して分析を展開し
ている。彼の主張の特色は新古典派の経済学での「最適性」に代るものとして「最小許容
限界」の概念を提出している。これは水の汚染の濃度はどれ程まで許容できるかと言った
消極的な最低基準を設定し，全てがこれを満たしていなければならないとする。また生産
はわれわれの欲望を満足させる財を生産する一方で廃棄物や廃熱といったエントロビーを
も生産している。著者は生産とは製品を生み出すだけではなく，ェン．トロビーを増大させ
る過程であると言い切っている。わが国では GNPは毎年のように成長しつづけている
が，この事は，また反面エントロビーが平行して増え続けているのを意味している。その
結果，有害物質の地下水への浸透，ゴミ焼却場からのダイオキシンの発生などと，枚挙に
いとまのない公害となって表われている。この問題を解決するには，より大きな「開放定
常系」の中に，経済をおかねばならないとしている。例えば廃棄物は土壌の中の微生物の
働きにより無機物となり，また植物をはぐくむ養分となって循環するのである。
「1月」はお年玉の月として贈与の経済学が述べられている。アダム・スミスの昔から
経済学がもっぱら分析して来たのは交換であって贈与ではない。 J・N・モーガンの推定
によればアメリカで1970年では企業移転，政府移転，家族間移転，家族内移転を合計する
とGNPのおよそ4割が贈与であると言う。予想に反して可成り大きな額である。財が双
方向に互いに移転するのが交換であり，財の流れが一方向だけなのが贈与である。この贈
与を経済学の中心に据えて議論を展開したのがK・E・ボールディングであった。彼によ
れば贈与の動機として愛にもとづくものと，脅迫によるものとの2:.:iがある。前者の例と
してお年玉があり，それがほほえましいのは権力者から，権力を持たないものへの贈りも
のであり何ら見返りも期待していないからである；また後者の例として賄路性の強い政治
献金などがあり，ロッキード事件から忠臣蔵にまで話が及ぶのである。
「2月」は寒さの月である。天候の話から農業に移り，昔は山に残る雪の形から苗代に
もみをまく時期を決めた事などが述べられる。それに対して，現代はニュー・メディアの
時代であり，コンピューター化があらゆる面に及んでいる。ひいては全てがロボット化さ
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れた無人のスーパーの話まで出て来る。
「3月」は卒業の季節である。卒業は人生の区切りであり何かをやり遂げた気分をもっ
てむかえる人が多いであろう。卒業イコール入社である点を考えれば，卒業よりも英語の
commencementの方が語感としては日本の場合によく当たるとし，日本の会社での経営
方法に話しが移る。欧米では，就職は個人の問題であるが Weの社会である日本では就
職ではなくて就社であり，会社は生活の万般にわたって抜きさしならぬつながりをもつ共
同体とする点は面白い。学生にとって問題は，どの会社に入れたかどうかであって，自己
の特技を生かす就職ではないのが日本の現状である。
この書物で論ぜられている事は主としてフォーマルな教科書が避けて通る事柄であり，
その点では重要である。特に最近では，この書物で取り上げられた問題は世間の大きな関
心を呼んでいる。にもかかわらず，これをふまえて理論化すると，ひどく難かしい問題に
なってしまう。その点で寡占などとよく似ている。個々の実例はきわめて豊富であり，面
白い現象もあり，常識をくつがえすものなどが数多く見付かるが，さて完全な理論化とな
ると甚だ困難となるのである。この書物は入門書と言うよりは一般の書物がかき残したも
のを中心に議論が進められているから，副読本として大いに意義があると思われる。何故
ならば，この書物を基礎として更に専門的方向に進むには余りにも多くの困難が待ち構え
ているからである。 （岩波書店，・ 1985年， 1,300円）
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